







































の成立の上に密 な も連続的な関連 も
っ
ているものであ


















































江戸時代の本格的な本草 研究も、中国本草書 輸入及び複刻研究に始まるのである。「本草網目」「救荒本草」「救荒野譜」「神農本草経」「本草原始」「食物本草」農業主日としては「天工関物」「斉民要術」「農業蚕書」「菊譜」等の書籍が複刻刊行され、研究者の手に渡ったので るーそ 中で 一五九
O
年に中国
において明の李時珍が三十年を費やし 著述 た 本草綱目が、わずか十七年後の慶長十二年ご六。七）に日本に伝わり、林羅山の手を通じ、家康の手に入ってい
01
従来の分類法は使用上











が、品種千三百六十二種の記載があり、三百五 八種の和名植物とともに二十九種の西洋名の植物が記載されている。この 大和本草」は「本草網目」にあるような分類法 よらず、全く独自 分類法を作り出している事に注目しなければならないこ 学問に対する自主的な態度に大きな発展を見る事 出来るものである。
本草学の－部類に関する研究も盛んになって来てい（%下、その
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トの門人は各方面に活躍をしている であるが、特に自然科学一般すなわち 博物学にあっては、徒来の本草家より出たこれらの門人が、従来の広範囲な本草学、そしてとかく姑息 方法で学ばれ勝であったものから脱却するようになり、学問に対して純正な科学的方法 基礎づけられるに至り、実験、観察 接与ばかりでなく、日本の科学者にその科
学
の範囲内目等の存在を意識させた




























液 六 種 ・ ・








































































民 夙 読 － 一 其 書 一
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「 植 学 啓 原 」 一 一 一 巻 を
書いたが出刻は天保六年である。）（お）同書
Ol
四 一
頁（幻）「文明源涜叢書」巻＝、二八四 犯）問書二八四頁（却）同書ご八七頁（初 板沢武雄著「日開文化交渉史の研究」三七八
l
一一一七九頁（訂）「文明源涜叢書」巻
二、ご 八頁。
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